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上田 丞 ･林 勝治 (宇部短期大学)
田中 浩 (大枠高校)
村田 満 (三田尻女子高校)
今回はアンケート法により島根県の野生ニホン
ザルの群れ (10頭以上の舛団).小柴田(2-9頭
の集団)とソ7)タ1)-の分布についての調査をし
た｡また山口県内で,アンケート法による調査の
検討と群れ数の把捉の試みおよび絶滅群の絶滅経
過の調査をしてきた｡結穴および今後の調査野点
は次の通りである｡
アンケートの結果 :島根県で群れが集中してい
たのは3ヶ所であった｡校数の群れが集中してい
る地域を ｢群れ先中地域｣とする｡
山口県の調査結果と同じく,島根県において
ち,小集団およびソ1)タリー の分布は群れ集中地
域外にも広がっていた｡
アンケ-TLの検討 :山口県阿武郡阿東町の蔵目
亭地区に複数の群れが生息していたにもかかわら
ず,回答者は,この地域のサルにかんする情報を
入手していなかった｡情報を入手出来なかった原
因についての調査も行った｡
群れ数の把捉の試み:高校生13名が3年間クラ
ブ活動として取り組み,聞き込みと現地調査によ
り,山口県玖珂郡周辺で細川の西には8-9群の
群れが生息してることが分かった｡
絶滅群 :山口県長門市のTr海鳥にはかって島全
域に2-4群が生息していた｡
まとめ :アンケートの内容や回答者の選択等に
ついて検討するとともに,アンケート法で得られ
る宍料の有効性と限界についての分析をしておく
必要がある｡
アンケート法で得られた群れ集中地域を対象
に,現地の人たちに協力を呼びかけ,尚桐大学の
｢藤井尚教方式｣で群れ数および個体数を把捉し
ていく準備をしている｡行動域については山口県
玖珂郡周辺で今までに行ったようなきめの細かい
聞き込みと現地調査が必要で,継続的に行う方法
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